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 【はじめに】  

多細胞生物において、個々の細胞の増殖・分化・運動性を調節するタンパク質、

細胞増殖因子の機能異常と疾病の関わりについて研究を進めています。  
 
【研究室メンバー】  

教授：宮澤恵二  

（総合医科学センターの齋藤正夫教授と共同で研究室を運営しています。）  

助教：伊藤友香 大嶽茂雄 横山隆志  

大学院生：博士 ２名、修士 １名  

技術職員：１名  技術補佐員：１名  秘書：１名    

ライフサイエンスコース学生：５年生 １名、４年生 ２名  その他学生 １名 

過去に卒業生は５名で、このうち３名は在学中に筆頭著者で論文を発表しました。

残りの２名も共著の論文がありますが、途中離脱者も７名います。 
 
【研究内容】  

現在の中心的な研究対象は、TGF-β (transforming growth factor-β)という細胞増

殖因子の作用機構とがんの悪性化についてです。研究分野全般に関しては、右に

あげた４冊の書籍・雑誌(宮澤が編集・執筆)が参考になります。  
 
１） TGF-β によるがん細胞悪性化のシグナル伝達機構 

がん細胞といえども、もともとは正常細胞に由来しています。しかし、正常細胞

が制御を逸脱した増殖能を獲得し、周囲の組織に浸潤、さらに遠隔臓器に転移し

たりする悪性化の機構には不明な点が多く残されています。TGF-β にはがん悪

性化を促進する作用が知られており、そのメカニズムについて、細胞内シグナル

伝達機構および微小環境における細胞間相互作用に注目して研究しています。  
 
２）TGF-β による多様な細胞応答の分子的基盤の研究 

実は、TGF-β にはがん細胞を悪性化させる作用の他に、がんの発生を抑制する

作用も知られています。TGF-β は標的細胞の分化状態に依存して、様々な細胞応

答を引き起こすのです。私たちは、この多様な細胞応答を可能にする分子メカニ

ズムを解明し、TGF-β によるがん悪性化促進作用を選択的に抑制する手法を開

発することをめざしています。  
 
【さいごに】  

生化学は生命科学の基礎となる学問のひとつです。本講座では、在籍する医学部

生が将来的にどのような研究分野に進むことになっても役立つような基本のト

レーニングをめざしています。 

主任教員の定年退職が近いので、現在、受け入れを行っていません。 
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